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The Present State of Gong Performances in the Central Highlands of Vietnam:
A Study Focusing on Performance Styles and Melodies
Yanagisawa Eisuke*
Ethnic minorities in the central highlands of Vietnam each have their own “gong 
culture.”  They believe that gods or goddesses reside in each gong, and thus the gong is 
a sacred symbol that is a signifi cant part of their lives.  Gongs have long been used as 
prestige goods, exchange goods, and sacred musical instruments played in important 
rituals and ceremonies such as funerals, farming rituals, grave abandonment ceremonies, 
inauguration ceremonies of communal houses, and buffalo sacrifi ce rituals.  Gongs have 
also made their way into the Catholic Mass where they are played along with the 
Western organ.  New-style gong ensembles, called “improved gong ensembles,” have 
appeared in places, presumably as a result of the infl uence of the Western music.
This paper fi rst provides an overview of “gong culture” and analyzes the present 
opportunities for gong performances in the villages of Bahnar and Jarai.  Then, the differ-
ences in playing styles and melodies of the “traditional” and “improved” gong ensemble 
are examined.  The birth of the “improved gong ensemble” may be attributed to the un-
derlying social changes, such as the conversions of many ethnic minorities to Catholicism 
and the growing presence of Western music.  Finally, it is concluded that contemporary 
“gong culture” embraces two values: one is the value of diversity that characterizes the 
“traditional gong culture” and the other is the value of “improved gong ensemble” newly 
created by local people in keeping with the social changes.
は じ め に
ベトナム中部高原は，ベトナム・ラオス・カンボジアのインドシナ 3国が国境を接する地
域であり，コントゥム（Kon Tum）省，ジャライ（Gia Lai）省，ダクラク（Ðắc Lắc）省，ダ
クノン（Ðắc Nông）省，ラムドン（Lâm Ðồng）省の 5省で構成されている（図 1）．当地は，
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来てゴングの演奏を聴かなかったならば，それは来なかったのも同然である」［Viện Văn hoá 














 1） 各民族名は，1979年にベトナム統計総局より公布された「ベトナム各民族成分一覧表」に定める公定民族 54の
中に数えられているものについては，カタカナで○○族（初出時にベトナム語で併記），その下位集団について
はベトナム語で○○グループとする．

































1）が使用され，民族ごとに異なる曲が受け継がれ演奏されてきた4）［Viện Văn hoá Thông tin 
2006: 93］．ゴングには精霊（Yang Chêng）が宿っていると考えられ，重要な儀礼・祭礼に
おいて演奏される［Tô Ngọc Thành 1988: 220］．またゴングの所有数は，村の中での政治的
な地位や権限と相関関係があり，威信財として見なすことができる［Viện Văn hoá Thông tin 
2006: 105］．さらにゴングは交換材としても用いられ，現在でも特に古く大きく音の良いゴ
ングは，1セット（ゴング約 8枚～16枚）で水牛数十頭（水牛 1頭当たり約 800万ドン≒約
5万円相当）と交換されるなど非常に高い価値をもつ．一方，生活の近代化や貨幣経済の浸透
に伴い，ゴングを売却する家庭も増えており，ゴングの流出や毀損も急速に進んでいる［Viện 
























（Chư Păh）県内が 8村，コントゥム省サータイ（Sa Thầy）県内が 1村，ジャライ省プレイク
（Pleiku）市内とクロンパ（Krông Pa）県内が各 1村である．調査地域の位置は，図 1に示す










 5） 表 1，表 2は，現在のゴング演奏機会について示したもので，過去には演奏していたが，現在は演奏が行なわ
れていない演奏機会は含まれていない．


















村＼機会 葬式  落成式1) 水資源 水牛 米 教会 政府 その他
A  ○2) ○ ○ ○ ― ○ ―
B ○ ○ × ○ ― ○ ○
C ○ ○ ― ○ ○ × ○ 機織り
D ○ ○ ― ○ ― ○ ―
E ○ ― ○ ― ○ × ―
F ○ ○ ― ― ○ ○ ― 墓地
G × × × × × × × 観光3)
H ○ ○ ○ ― ― ○ ―
I ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 新年
J × ○ ○ ― ― ― ―
K ○ ― ― ― ― ― ―
L ○ ○ ○ ○ ○ × ×
 M4) × × × × × × ×
1）各演奏機会の略称は以下のとおりである．「落成式」＝個人の家・Nhà Rông（集会所）の落成式．「水資
源」＝水資源の感謝儀礼（Lễ Giọt Nước）．「水牛」＝水牛供犠祭（Lễ Ðâm Trâu）．「米」＝収穫祭（Mùng Lúa 
Mới），収穫した米を初めて食べる際に行なう儀礼（Ᾰn Luá Mới）など．「教会」＝カトリック教会のミサ・祭
典．「政府」＝政府主催の文化イベント，フェスティバル．「機織り」＝女性のスカートを編む際に行なう儀礼．
















村＼機会 葬式 墓地 水牛 落成式 米 結婚式 政府 新年 その他
N ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―
O ○ ― ― ― ― ― ― ―
P ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―
Q ○ ○ ○ ― ― ― ― ― 水資源1)
R ○ ○ ― ― ― ○ ○ ―
S ○ ○ ― ― ― ― ― ―
T ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ 生誕2)
U ○ ― ○ ― ― ― ○ ○
V ○ ○ ― ○ ― ― ― ○
W ○ ○ ○ ― ― ― ― ―
X ○ ○ ○ ― ○ ― ― ―
Y ○ ○ ― ― ― ― ― ―
Z ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ―
α ○ ○ ― ○ ○ ― ― ―
1）表 1における「教会」，「水資源」という項目について，ジャライ族ではゴングを演奏する事例がなかったため
（「水資源」は 1村のみ），表 2の項目からは除いた．一方，表 2では，ジャライ族では比較的演奏機会が多かっ
た「墓地」，「結婚式」，「新年」という項目を新たに追加した．
2）「生誕」＝子どもが生まれた際に，健やかな成長を祈願して行なわれる儀礼（Lễ Thòi Tai）．




















































Phạm Cao Ðạt［2006: 91-92］によると，改良ゴングアンサンブルは，主にジャライ族，バ
ナ族の一部にみられ，ジャライ族の演奏家 Y Donは，1975年頃にジャライ省のアユンパ県
 9） たとえば，Nhà Rôngの落成式の場合は儀礼柱，墓地放棄祭の場合は霊廟．
10） たとえば，2006年 12月 2日，コントゥム市内の木造教会（Nhà Thờ Gỗ）で，フランスから来た司教を歓迎す
るために行われた式典．








［Phạm Cao Ðạt 2006: 91-92］」であり，年長の演奏者の多くは（改良ゴングアンサンブルを）
受け入れることができない．理由として，演奏のテンポが速すぎて，タイグエン女性特有の踊


































































13） そもそも 5音音階（ペンタトニックスケール）とは，西洋以外の文化圏の音楽に対し，西洋的な 7音音階に対
































図 5　改良ゴングアンサンブルの曲（dancing，cut rice season）の旋律の一部
（筆者録音・採譜）（BPM，♪ =110）






























































20） 2004年の統計資料によると，コントゥム教区には，12万 3,672人の少数民族カトリック信者がおり［Nguyễn 
Thanh Xuân 2007］，その数はコントゥム省全体の少数民族の居住人口 17万 9,701人（筆者がコントゥム省統
計局で入手した資料から計算）の約 69％にも上る．
表 3　タイグエン（中部高原）への移民の波（［新江 2003: 99］より一部筆者改変）
 年代 　規模 　　 宗教 　　　民族
農園労働者 1920～ 数万人 カトリック，仏教 キン族1)
北ベトナム避難民 1954～ 数十万人 カトリック，仏教 キン族，北部少数民族
新経済区建設移民 1975～ 数百万人 仏教，無宗教 キン族
























































スティバル（「ゴングフェスティバル 2006―コントゥム省の各少数民族（Liên Hoan Cồng 













23） 2007年 11月 21日～24日には，ダクラク省の省都バンメトート付近で，中部高原ゴング文化フェスティバル




























バナ族，コントゥム市（コンフラチョット村） Dancing，cut rice season 改　良
ゼ・チエン（Giẻ Triêng）族，Ðắk Glei県 水牛供犠祭 伝統的
ゼ・チエン（Giẻ Triêng）族，Ngọc hồi県 Nhà Rôngの落成式ほか 伝統的
セダン族（Xơ Tengグループ），Tu Mơ Rông県 水資源感謝儀礼 伝統的
セダン族（Xơ Tengグループ），Ðắk Tô県 　　　　― 伝統的
セダン族（Tơ Ðráグループ），Ðắk Hà県 水資源感謝儀礼 伝統的
ジャライ族（Arápグループ），Sa Thầy県 水牛供犠祭ほか 伝統的
セダン族（Mnâmグループ），Kon Plông県 収穫を祝う曲 伝統的
セダン族（Tơ Ðráグループ），Kon Rẫy県 　　　　― 伝統的
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